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専修大学商学研究所所報　　　(2012年3月1日現在)

1運　　営

(1)第1回定期所員総会(2011 ･5･24)

1,平成22年度事業ならびに会計報告(承認)

2.平成23年度事業実行計画案(承認)

3.平成23年度実行予算案(5,996,000円) (承認)

【人事課移管分人件費(アルバイト科) 919,000円)】 (承認)

(2)第2回定期所員総会(2012･ 1 ･ 10)

1.平成23年度事業中間報告

2,平成24年皮事業計画(承認)

3,　　同　　予算要求(承認)

4.　　同　　予算要求明細(承認)

(3)運営委員会(6回開催)

2　研究活動

(1)定例研究会

1.平成23年5月24日　専修大学生田キャンパス10号館10208

教室

江尻俊串氏(株式会社現代表取締役社長･日本ウェブデザイナー

ズ協会理事)

｢ウェブ解析をめぐる可能性と課題｣ (29名)

2.平成23年7月5日　商学研究所(図番館生田分館5階)

高萩栄一一郎所員

｢補償型･非神佑型モデルとショケ糖分モデル
-補ilri'型･非補倣型の中間のモデルとその程度の推定-｣

(11名)

3.平成23年8月2日　商学研究所(図番館生田分飴5階)

前川明彦所員

｢ソーシャルキャピタルをどう生かすか｡
-NPO, NGO,ボランティアと地域からの視点｣　(lo宅)

4.平成23年8月6日　専修大学サテライトキャンパス

レ･チ･ラン･フォン氏(ベトナム国民経済大学ビジネススクー

ル大学院研究科長)

｢ベトナムの企業の強みと機会｣

トラン･チ･バン･ホア氏(ベトナム国民経済大学ビジネスス

クール轟=乾長)

｢ベトナムのビジネス環境の現状｣　　　　　　　　　(lo宅)

5.平成23年11月8日　商学研究所(固辞館生田分館5階)

吾郷ft紀所員

｢空間経済学とその応用可能性｣　　　　　　　　　　(8名)

6.平成24年1月10日　専修大学生田キャンパス10号館10211

教室

岡部紳-氏(東京海上日動リスクコンサルティング主幹)

｢東日本大震災と事業継続計画(BCP)について｣　(20名)

(2)公開シンポジウム

1.平成23年6月2日　専修大学神田キャンパス1号館地下1階

14教室

緊急報告.討論会｢束日本大震災の地域商某への影響と復興の展

望｣

株式会社全国商店街支援センターとの共催により実施

【プログラム･講師】

株式会社全国商店街支援センター挨拶

藤田とし子JSS事業統括役

被災地の地域商業の現状:現地視察報告

木村旬也　JSS統括役補佐

春名芳郎　JSSマネージャー

商店街支援センターの復興支援事業について

木村旬也　JSS統括役補佐

神奈川における被災地の腿商工支援の事例

鈴木博明氏　神奈川県商工労働局産業部商業流通課

商業まちづくりグループ

パネルディスカッション:復興の展望と支援の方向

パネリスト　石原武政氏　流通科学大学特別教授･大阪市立

大学名誉教授

鈴木博明氏　神奈川A商工労働局産業部

藤田とし子　JSS事業統括役

モデレ一夕　渡辺達朗　　専修大学商学研究所長　(115名)

2.平成23年8月6日　専修大学サテライトキャンパス

｢これからの中国とベトナムでのチャンスと課題一束アジアのビ

ジネス環境をどう見るか-｣

ベトナム国民経済大学ビジネススクールとの共催により実施

(プログラム･誹師】

｢曲がり角にきた中国経済とさらなるビジネスチャンスと課題｣

専修大学経済学部准教授　遠山　浩

｢ベトナムの企業の強みと機会｣
ベトナム国民経済大学ビジネススクール大学院研究科長

レ･チ･ラン･フォン氏(Dr.LeThilanHuong)

｢ベトナムのビジネス環境の現状｣
ベトナム国民経済大学ビジネススクール詞院長

トラン･チ･バン･ホア氏(Dr.¶am¶liVanHoa)　(35名)

3.平成24年1月19日　専修大学神田キャンパス　7号館731教室

｢東日本大震災への企業の対応と復興への展望｣

専修大学大学院商学研究科との共催により実施

【プログラム･講師】

｢東日本大震災と企業の復元力｣

上田和典　専修大学大学院商学研究科長･教授

企業事例I　｢ライオンにおける震災対応と復旧･復興｣

榊原健郎氏　ライオン株式会社執行役貝ヘルスケア事業本部長

企業事例II ｢イオンにおける震災対応と復旧･復興｣

甘楽光正氏　イオン株式会社グループ総務部部長
パネルディスカッション

パネリスト　上記報告者3名

モデレーク　渡辺達朗専修大学商学研究所長･教授　(110名)

(3)研究プロジェクト

(A)小林チーム:小林守所員･大西勝明所員･高橋義仁所員･

中野正也氏

｢東アジアの産業政策と企業の動向と課題につい

ての研究｣　　　　(50万) 3カ年計画の3年目

(B)岩尾チーム:岩尾詠一郎所員･生田目崇所員･奥渦巻之所員

｢情報化社会におけるマーケテイングミックスに

関する研究｣　　(50万) 3カ年計画の2年目

(C)渡辺チーム:渡辺達朗所員･中村博所員･熊倉広志所員

｢企業のグローバル戦略に関する研究｣ (50万)

3カ年計画の1年日

3　刊行書籍

(1)商学研究所報発行

第43巻第1号(2011･5)　小藤康夫　所員　(450部)

｢私立大学の正しい運用利回りを求めて｣

第43巻第2号(2011.8)　関根　孝　所貝　(450部)

｢殺近における韓国家鴨品流通の特徴一一陵越的地位変動の視点

から｣

第43巻第3号(2011･11)　渡辺連朗　所員　(450部)

Competitive Advantage of New Entrant Company in lntermodal

ContainerLeasing lndusby -ne Case of CAl-

(2)専修ビジネスレビュー発行

第7号(2012･3)

(3)商学研究所叢書

叢群第11巻『環境変化とリスクマネジメントの新展開』 (白桃琶

房, 2012･3)

4　その他

所員数は,合計85名(内,準所員3名)




